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週
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乱楽パズル ■４・５面 国
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ん／
女性 働く／ホットライン■
６面 食事情／子育て相談／
母の歴史 ■７面 日本政府
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ん／主張

新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです

読者から「帯状疱疹にかかり、いまでもチクチクと痛

みが残ってしまっている」「予防ワクチンは効果があ

るのか？」などの声が届きました。帯状疱疹とはどん

な病気なのか、その予防について、東京都足立区・鹿

浜診療所所長の平山陽子医師に聞きました。

出典「宮崎スタディ」
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